
野の花館だより   2011/夏号 / No.60 

 うっとおしい梅雨の季節の訪れです。皆様お元気でしょうか?先号を出した後、あの恐るべき災害

の勃発でした。まだまだ続く先の見えない原発災害等心からお見舞い申し上げます。昨年の今頃は丁

度、宮崎は口蹄疫で沈んでいました。そして今年早々に新燃岳噴火と災害県宮崎と思っていましたが、 

･･･第 17回野の花館まつりもだいぶ実施について迷いましたが、野の花弁当の代金を東日本大災害へ

の募金とすることで実行、5月8日には第12期定期総会を開催、2011年度のスタ－トを切りました。 

5 月 29 日に予定していたミ－ルコンサ－トが台風の為、7 月 23 日に延期になりました。今年度は子

ども夢基金の助成を受けて、毎月第2土曜日の野の花文庫を復活、夏の平和を考える集いには紙芝居

作家松井エイコさんの講演を予定しています。ぜひ皆さん今夏の予定においれください。 

 第26回野の花館МИР（ミール）コンサート開催      
東日本大震災復興チャリテイコンサ－ト    ヴァイオリン＆ピアノ・デュオ 

                    ｳﾞｧｲｵﾘﾝ（稲田竜斗）   ﾋﾟｱﾉ(稲田由香里) 

とき・２０11年7月23日(土) “明るく、力強く！” 

 １３：３０開場１４：００開演 参加費 大人 1,000円 子どもは無料 
 

平成23年度子ども夢基金 

            助成事業 

平和を考える集い2011 と 

            文庫活動 
6/11（土） 郷土料理教室 

7/9（土） 読み聞かせ・紙芝居 

8/20（土）松井エイコ講演会 

9/10（土） 染色教室 

10/8（土） 糀作り 

10/15（土）みそづくり 

11/12（土）読み書かせ・紙芝居 

12/10（土）竹細工 

松井エイコさんの紙芝居 

（二度と）はミュンヘン国際 

青少年図書館が企画する平和 

を伝えるための国際図書展に 

紙芝居では初めて選ばれた。 

子どもたちがまっすぐな眼で 

｢戦争を引き起こした事｣を 

みつめ、共感の中で｢平和を 

作ろうとする人々が目指す 

理想｣を心深く響かせる事を 

願っています。 

 

 



第１７回野の花館まつり・・・ 4 月23日（土） 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

    
和太鼓演奏｢舞鶴一座・秋月鼓動｣ 

 

 

 

 

 

 

 
  

                           

ピアノ演奏・宇都宮郁子さん 
 

 

 

 

 

 
 

久石譲のピアノ曲 ♪ 
              浜砂さんのオカリナ演奏   十次と縄の帯・・さつき会の人形劇 

野の花館まつりに参加して 
 駐車場につくと、車がいっぱいで、竹林の入口を入ると音楽と、天ぷらや何やらい

い香り・・・。4歳の息子は「もう行っていい？」とはしり出し、1歳の娘もだっこか

らおろせともぞもぞ動き出し、やっぱり私もワクワク。人形劇が終わると、息子はど

こへ行ったのか姿が見えず、友達と何かの種を取って遊んでいる。 

毎年、野草の天ぷらが楽しみで「これは何ですか？」と聞き、そのうち自分でも野草

が見分けられる様になりたいなあとか、生演奏を聴くと、昔吹いていたクラリネット

が吹きたくなる。 

 母の実家(秋田県の能代)に似ている“野の花館”楽しく、懐かしく、美味しい野の

花館まつりでした。                どろんこ保育園 田中 里美 
 

 

  

 
 

 



はじめての野の花館。緑の道を抜けると・・・ 

わぁ～すごい！古民家だ～！お昼ごはんのお皿が並んでる、おいしそうだなぁ、と横目に見ながら、

顔見知りの人たちに挨拶して人形劇をみる。リアルな人形にうちの子はこわごわ。次はフォークダン

ス。一生忘れられそうもないフォークダンスとなった。おばちゃん、おばあちゃん、小学生と踊った、

その楽しかったこと！そして何を隠そう、私が一番下手クソだった。はじめは何やら照れくさかった

けど、だんだん楽しくなってみんなからパワーをもらった気分。その後のごはんはとてもおいしかっ

た。山菜おこわ3パックも食べました。吹き抜ける風、みんなのざわざわ声、出し物の楽器の音色、

野草の天ぷらの味・・・。初めての野の花館デビューは、とても素敵な思い出になりました。秋のい

ろり開きがとても楽しみです。                 どろんこ保育園 島谷 有希子 

 

 

 

 
飛び込み・・・荒馬座の獅子舞    女の力･・鼓遊太鼓        おはなしふうせん 

串間から初参加のさのまきこさん 

美しい日南海岸にある離島で日 

本猿だけがすむという「幸島」を 

テ-マにした自主制作の歌「百人 

目の愛」を熱唱！！！ 
          

                      子どもバンドanuenue 

春を食べる会の料金を東日本大震災東日本大震災 にカンパ！！！ 
阪神淡路大震災での障害者達はことごとく後回しにされた立 

場だったのですが被災地の彼らは普段の助け合いネットワ-ク 

を活用し、いち早く炊き出しを実施、寒さに震える地域の人 

々に「日頃の恩返し」と豚汁を配ったのです。この心意気に 

後押されて、緊急時に普段から備えておこうと「ゆめ風基金」 

運動が発足、今回もこれまでに寄せられた基金２億円をそっ 

くり、いち早く東北・関東の被災障害者・児の手元に届け、 

活用されています。この基金立ち上げ時には野の花館とのゆ 

かりの深いマルセ太郎さんもかかわっておられました。 

 

＊土曜日、いろり端会の場となっています『野の花館』でおまつりがありました♪ 

昨年に引き続き参加してきましたｏ(＾▽＾)ｏ 

昨年よりいっぱいの人が集まってくれましたねｏ(＾▽＾)ｏ 

前回は主に舞台を楽しみましたが、今回は来られているいろんな方々とたくさんお話が出来て、、、 

それも楽しかったです♪♪ 

野の花館はいい場所ですねぇ。シミジミ・・。子供も元気いっぱい遊ぶ☆大人もみんな笑顔☆ 和む

わぁ～(*´ー｀*)そして、恒例『春を食べる』！写真は、その食べました「春」です♪ 

セリ、タンポポ、ヨモギ、タラノメ、カキノハ、、、天ぷらでいただきました♪ 

何だか毎回食べることばっかり書いてる気がします！Σ(゜□゜*)   いろり端会ブログより 

 
 

 

 

 

 



第12期定期総会終わる…前年度の報告書と今年度の予定を載せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中野由紀子布作品展  4月 16・17日 
 季節の移ろい、日々の生活、自然の恵みを感じ作り続けてきた作品たち・・・。 
古民家の風情ある雰囲気の中でひと時の憩いを感じていた 

だければ・・・と並べられた作品たちは見事に輝いていました。 

 日頃から身の回りの物を大切にしていらっしゃる 

中野さんが12年ぶりに野の花館を舞台に2回目の 

作品展を開かれました。喜寿を記念してということ 

でしたが優しい野の花たちに彩られた作品の数々は 

とても若々しく爽やかなものでした。新富町の村上 

さんのガーゼの服も同時展示されました。 

 

 

 

 

 

 

 
第24回ミールミニコンサート （早春）2月26日 
生演奏、すてきでした。１１ヶ月の虎之輔も大喜び!! 

トラは、ピアノよりバイオリンのほうが好きみたいです。      ２９歳 女性 

以前に取材で来ていましたが、きょうは個人的に生の演奏を聴いてみたいと思って

訪れました。 

屋外に開かれた空間なので、小さい子供を連れても入りやすいのがいいと思います。 

またイベントなどありましたら連絡下さい。         ３９歳 町内 男性 

久しぶりにミールの演奏を聴かせて頂き感動いたしました。大きな演奏会場とちが

って、目の前で生の演奏が聴けてぜいたくだと思いました。日頃、忙しさにかまけて

バタバタしている自分を反省し、生き返る思いがしました。短い時間でしたが、私の

人生の１ページを今日有意義に過ごさせて頂いたことに感謝いたします。 

６３歳 女性 

すぐそばで聴ける演奏最高です。もっとたくさん春の曲ききたかったです。 女性 

生の演奏はすばらしい、元気が出ます。ありがとうございました。どうぞ御活躍を

御祈りします。                         柿原サエ 

 

入口が分かりづらかったです。雰囲気はとても良かったです。      男性 

 

 

 

 



脱原発映画会・・・ 3月 13日・・・大震災・・原発事故！！ 

"ミツバチの羽音と地球の回転” 上映会 報告 
時はすっかり流れて・・・ 新しい靴に履き替えたみんなの足音が軽やかに聞こえ始めましたね～  

   種まきをしたり   田んぼ作りに挑戦したり   新しい仲間と語り合ったり 

 みなさん お久しぶりです～おだやかな初夏の風に吹かれて、野山を散策しながら 

今、酵素作りにはまっているジールです。   

大地はちゃんと用意して待っていてくれました。でも川に水がない！ 

やっと...やっと...上映会の報告、支払いが終わりました。 
3月12日(土）串間 53,000円 （５５名）      3月13日(日) 高鍋 26,000円 (30名） 

3月13日(日）ジール 110,000円 (125名）  3月19日(土）綾   55,000円 (58名） 

3月21日(月）延岡   (241名）      3月26日(土）はだしカフェ （40名） 
ジ-ルの福田さんと高鍋町内の大塚君のお陰で実現した映画会でした。原発事故の恐ろしさは 

毎日の報道が伝えています。この映画は日本のエネルギ-の最前線、上関原発に向き合う祝島の人々

とスウエ-デンで持続可能な社会を構築する人々の取り組みを描いている。今こそ、考えたい！自分

たちの未来のエネルギ-を!!!私達と同じまったく普通の人々の感性と思いが国の違いを超えて交差し

新しいビジョンを描きだす。未来を待たず、今、未来を作り出すその現場がここにあるのです。 

是非機会があったら、見てほしい映画です。 
 

いろり端会  毎月第3火曜日19：00より 次回６月２１日（火）19：00～ 
   （自死予防フォ-ラム準備中・・・８月６日・・高鍋町美術館） 

 ４月に保険所の田中さんから宮崎県の自死状況を、５月に臨床心理士冨田さんからその原因になり

やすいうつ病についてのショ-トトークがありました。（下記参照）今月６月は 

 

・・・ですが、いろり端会がありました。臨床心理士の方にうつ病についてのお話を伺いました。 

うつ病は脳が炎症を起こしている状態だそうです。 

社会的問題や価値観などによって考え込み、脳が疲れて発症し、お薬で治る病気だそうです。 

つまりは、風邪とか普通の病気と変わらないものかなと思いました。 

ただ、どうしても精神的なものは分かりにくいし、社会的な目（うつになるのは弱いからだ、みたい

な）もあり、特異な病気という印象はあります。本人が申告しにくいのもあるでしょう。 

そんなときは不眠など具体的な症状を治そうとすることも大事だと聞きました。 

うつ病に対して、精神的な解決（話を聞く、側にいるなど）ではなく、薬やリハビリなど具体的な解

決策が聞けて勉強になりました。 

さて来月は僕の体験談をお話するんですが… 

引きこもった理由から、そのときどうだったか、どう復帰して何故ボランティアをし出したのか、 

を何とか話したいと思います。 

何がしか役に立てば、ということで、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 



 育児だより     

＊かんきつ姉弟＊ ――  ――  金丸 智子    

 5 月も過ぎて梅雨の湿った毎日、私もなんとなくどよ～んとしている。というのも 

長男がブレまくっているからなのだ!! 4 月の家出に始まり、連休からサボりだの、

逃走だの、挙句の果てには泣いて学校へ行かないとわめく始末。もうどうしてよいの

やら?!なりたい仕事をするために逆から考えて選んだ学校じゃん！！ 

 私はパ二くるばかり。勉強したくないんだって。なんだよそれっ！！ 

周りにグチることで気持ちを整理する私。 

｢親になりなさい。｣と隈元さんの言葉が刺さる 刺さる。 

そうだなあ、親にはなりきれてないわなあ。というか、大人になるって何？わたしっ

て何？日々問い続けている。 

 朔は今、どろんこで一番大きい。ちょっとはボスらしくなるかなあ、と思って見て

るのだけど、ドっカ違うような・・・。 

うちの中でも主張ばかりで何にもしないし。千夏に全部とばっちりがいってるような

気もするし。 

いやでも、このひずみは私の不安定さからきているのかもしれない。 

ずーっと変なスパイラルにはまってるなあ。 

まあ、頑張ろう。 

 

＊この夏は琴音、陸上に燃えるラストシ－ズンです。ベストの記録が出るといいなあ。 

 

 

＊伊藤兄弟＊ ――  ――  伊藤 美穂子 
  

梅雨になると植物たちは元気だ。 何種類か植えた。 

ハ-ブもみょうがもぐんぐん大きくなって生き生きしている。 

ただ、この雨は放射能入りの雨かと思うとぞっとする。ひまわりを植えるといいと聞いたが本当だろう

か。 

 そんな不安の中でも子どもたちは成長する。 

なつせはすっかり６年生らしくなった。 

 先日も学校で図書委員会の仕事の一つとして４０人の低学年の子たちに読み聞かせをしたらし

い。ちょっと前まで、私がなつせに読み聞かせをするばかりだったのだが。 

 ともきはおしゃべりな年中さんだ。もっと小さい時から話したいことはいっぱいあるようだったが 

ちょっと口が遅い子だった。何を話しているのか親の私でもよくわからないことがよくあった。 

今、ともきの話を聴いているとこの子のものの考え方や感じ方がはっきりわかった。 

個性がはっきりしてきた。 

 先日、お友達が地面に描いた絵をともきは足でぱっと消して走って逃げた。 

お友達「ともくんなんか全然かわいくね--！！」 

ともき「オレはかわいっちゃが--！！！」 



事務局日誌より                  これからの予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私と子供とこの場所と 
 初めて訪れた野の花館は、まだ床板も、それこそ畳もまばらな平成７年のお祭りの春でした。 

生まれて3ヶ月位の長男を連れて、訳もわからずのぞきに来たんでしたっけ。もう16年です。 

芝居をやっている関係で親子劇場ともつながっていた私は、移築される新しい空間作りをとても 

楽しみにしていました。子供の文化の為のものだったんですもの、そりゃあおもしろそうだ。 

その後の経緯を全く知らないまま“？”はいっぱいあったものの、様々な御縁により通うように 

なったわけです。 

 私の子育ては“どろんこ”と“野の花館”抜きには語れません。なんせ私の居場所だったんです 

から。煮詰まっては毒を撒き散らし、その度に「まあまあ～。」と笑って聞いてくれた則松さんやら、 

その他たくさんのお姉様方にずいぶん助けて頂きました。まだまだ道半ばなんですけどねえ。一杯 

経験してるんですけど、思い浮かぶのは家の中からみる外の景色ばっかりです。子供が大きくなる 

につれて、なかなか通ってこれなくなってますけど、又そのうちふらっと来ますので、その為の場所

はあけておいて下さい。気が向いたらお芝居もしたいです。 

 理事としてお役に立てたとは思いませんが、たくさんのイベントにかかわれたことは、私の生きる 

土台となっています。 

 長いことお世話になりました。ありがとうございました。 理事任期満了の金丸智子さんからです。 

 

野の花館では、以前に学童保育を実施した時、南九大生として、手伝ってくれた二階堂有希子さんが

会津出身だったと気づき、連絡をとってみました。彼女は元気で会津若松生協で働いているとのこと

です。よかったあ！！！ 

 

野の花館へのご支援感謝します！ 

２０１1年度分会費、寄附金をよせてくださったみなさまです。 

(11.2.25.～11.5.31.受け入れの方々)[順不同、敬称は省略させていただきました] 

 石田吉架津、宇都宮郁子、榎木ミヨ子、（株）エヌ・アイ・ケイ・オ－、荻原桂子、神野香久子、川野恭司、 

黒木亨、黒木えり子、小森邦子、佐藤慎市、マリ子、佐野真紀子、重永重美、Ｓ，ブライアン、千手千江子、 

中野由紀子、永山由美好、永崎翠、野村健一・小由留、則松節男、浜砂和彦、平吉洵子、日野原義文、藤田規子、 

福田久美子、前良子、村上加代子、                      ありがとうございました。 

 

2011年度分会費(賛助会費2000円)の納入宜しくお願いします。 
ご意見ご感想ご質問などお寄せください。 

〒884-0002宮崎県児湯郡高鍋町大字北高鍋2664   

                      特定非営利活動法人 野の花館      phone＆fax:0983-23-0701 

                                                                  ＵＲＬ:http://nonohanakan.com    

2/26（土）14：00～第25回ミ-ルミニコンサ-ト 

          （早春）18人 

3/11（金）～3月定例会・延期、東日本大震災 

3/13（日）映画会｢ミツバチの羽音と地球の回転｣ 

                30人参加 

3/15（火）19：00～第15回いろり端会 5人 

4/16・17（土・日）中野由紀子布遊び作品展 

4/22（金）18：30～4月定例会 

     19：30～2011年度理事会 

4/23（土）10：00～第17回野の花館まつり 

5/8（日）14：00～2011年度定期総会 

     15：00～5月定例会 

6/10（金）19：00～6月定例会 

6/11（土）10：00～郷土料理教室（冷や汁など） 

6/21（火）19：00～第18回いろり端会 

   ショ-トトーク｢引きこもりの体験から―｣ 

7/9（土）野の花文庫開催（七夕祭り）紙芝居等 

7/19（火）19：00～第19回いろり端会 

7/23（土）14：00～第26回ミ－ルコンサ－ト 

 5/29開催予定が台風の為延期（明るく力強く！） 

8/6（土）13時30分～自死予防フォ-ラム 町主催 

    高鍋町美術館  講演、フォ-ラムなど 

8/20（土）16：00～ 松井エイコ講演会「未来と平 

和を輝かせよう｣平和紙芝居に込めたもの   


